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オリーブ油文献 ６９－８ 
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 地中海食事と関連した食事変化に対するインターネットを使った 

個人別栄養ランダム試験の影響： Food4Me研究 

 

著   者： K. M. Livingstone, et al.  (英国 ニューキャッスル大学  
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要   旨：    

背  景： 地中海食事の摂取を改善するための個人別栄養介入の有効性について、少し

しか知られていない。 

 

目  的： 目的は、地中海食事と関連した食事変化に対する個人別栄養介入の影響を 

評価することであった。 

 

計  画： 食事変化に対する個人別栄養の影響を評価するために計画された、６ヵ月間

のインターネットを使った個人別栄養のランダム対照比較試験(Food4Me)に、

参加者(n=1607)を募集した。 

      参加者をランダムに、従来の食事助言 (対照：レベル０)、または最新の食事 

(レベル１)、食事および表現型(レベル２)、または食事、表現型および遺伝子型

(レベル３) に基づいた個人別の栄養助言を受けるように割当てた。 

      開始時および６ヵ月目の食品頻度アンケートによる食事摂取を、地中海食事

スコアに変換した。 

      参加者の特徴を地中海食事スコアが高い人(＞５)と低い人(≦５)の間で、線形

回帰で比較した。 

      処理群の間の地中海食事スコアの差を、6ヵ月目にコントラスト分析を用い

て評価した。 

 

結  果： 開始時に、高い地中海食事スコアの人々は低いスコアの人々より 0.5低い

BMI(kg/㎡、P-0.007)および 0.03高い運動レベル(P=0.003)であった。 

      6ヵ月目の地中海食事スコアは、個人別の栄養指導を受けるようにとランダ

ムに割当てられた人々(ランク１､２､および３)で対照よりも高かった(対照と 

個別の栄養指導を比較して：5.20±0.05と 5.48±0.07、P=0.002)。 

      レベル１に基づく個別の栄養助言をレベル２、３と比較すると、6ヵ月目の

地中海食事スコアに有意差がなかった。 

      しかし、レベル３はレベル２よりも 6ヵ月目に地中海食事スコアの差が大き
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かった(レベル３をレベル２と比較して：5.63±0.10と 5.38±0.10、P=0.029)。 

 

結  論： 開始時に高い地中海食事スコアは、健康的な生活様式および低い肥満度と 

関連した。 

      介入後に、個人別の栄養助言を受けるようにとランダムに割当てられた人々

は対照よりも地中海食事スコアが高く、DNAに基づく食事助言の追加で地中海

食事スコアに最大の差がもたらされた。 

      差は有意であるが、その臨床的関連は控えめである。 

      この試験は、clinicaltrials.govに NCT01530139 として登録された。 
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